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保育者養成課程の 教育内容 に つ い て （そ の 4 ）

　○林　陽子

（岡 崎女子 短期大学）

新井美保子

（愛 知 教育大学）

1　 は じめに
一

目的 と方法

　幼稚園教諭及び 保育士 養 成 の カ リキ ュ ラ ム が 相次

い で 改正 され、実習関連 の 教科 目の 重 要性 が 相対的

に 増した が、短期大学 に お い て は 2004 年 3 月 卒業

生 が新カ リキ ュ ラ ム を修 了 する第
一

期生 とな る。

　筆者 らは こ れ ま で 、保 育者養成課程 の 教育内容 に

つ い て 養成年 限 を視 野 に 入 れ た検討 を重 ね て きたが、

そ の 過程 で 各実習 と実習 以 外 の 教科 目との 関連性 に

注 目し相互 に よ り有効な学習効果が得 られ る方策を

模索 して きた。本研 究 で は、専門教育科 目の うち実

習以 外 の 教科 に お い て学習 した内容 が各実習とどの

程度関連 して い る の か 、学生の 理 解 と い う視点を通

して 明らか にす る た め に、短大 に お け る新カ リキ ュ

ラム 修 了 生 に対 して ア ン ケ
ー

ト調査を実施 し、今後

の 保育者養成教育 につ い て 考察を試 み た。

2　調 査 の 時期 及 び 実習体験の 概要

　2003 年 12 月 中旬 調 査実施。対象 は 調査 日時 に 回

答可 能 で あ っ た O 短期 大 学 2 年 生 248 名 。（全体 で

は 269 名）質問紙 は 、配 布 した そ の 場 で 回 答 して も

らい 回 収 した。回 収率 は 100 ％。回答 した 学 生 は 、

調査時点で、保育所実習 （5月末〜6 月中旬 に 20 日、

問）、幼稚園教育実習 （9 月中旬〜10 月 に 3 週間 ：

た だ し 1 年次に ほ ぼ 7 口の 見学
・
参加 実 習 を体験）、

施 設 実 習 （1 年 次 2 月〜3 月 又 は 2 年次 8〜9 月に

実施 ： 1年次に 見学を体験） を修了 して い る 。

3　 結果

（1 ）実習 した こ とで 理解が深ま っ た学習内容

　資料 1 に記載 し た 31 項 目 の 学習 内容 が、実習 し

た こ と で ど の 程 度 理 解 が 深 ま っ た か 尋 ね た。「大い

にそ う 〔理解が 深 ま っ た と）思 う」 を 2 点、「多少

は そ う（同上）思 う亅 を 1 点、こ れ ら 2 段階以外 の 回

答、す な わ ち 「あ ま り思 わ な い 亅 「全 く思わ な い 」 「学

ん で い ない 」 を 0 点 と して そ れ ぞ れ に 回 答 した 人数

を乗 じた結果、31 項 目の 平均 点 は、保 育所 実習に っ

い て は 342．16 点、幼稚 園 実習で は 344．79 点、施設

実習 で は 215 ．83 点 で あ っ た。（満点は 496点）ま た、

総点 の 上位 10項 目は表 1 、下位 5 項目は表 2 に示

す結果 とな っ た。

　 31 項 目中 「一人
一

人 に 応 じた 援助 の 大切さ亅 の

理解は 各実習 とも第 1位 で 、学内で 学習 した こ と が

資 料 1　 学 習 内容の 項 目
一

覧

L保育所 ・幼稚園
・
福祉 施 設 の 役割 　2．保 育・教育 ・

児童福祉
・
養護 の 目的　3．保育者の 役割

4．年齢 ご との 発達の 特徴　5，発達の 個人差

6厂 人
一

人 に 応 じ た援助 の 大 切 さ　 7．子 ど も の 内

面理解 の 必 要性

8．障害児 に 対する援助方怯

9．子 どもの 心 身 の 健康 の 様子　 10．子 ど もの 食 生 活

の 様子

1L子 どもの 仲間関係　12子 どもの 興味
・
関心

13．子 ど もの 自然物 へ の か か わ り　 4子 ど もの 言葉

の 様子 　】．5．子 どもの 表現 の 様 子

16．乳児 の 遊 び と基本的生活　17．乳児 へ の 援助の

方法

18．幼児の 遊 び 　19．幼児の 遊び に 対する援助方法

20疾 病 ・応急処 置
・
安全 対策

21．教材選択 の 方法　22．環境構成 の 重要性や設定

方法

23，指導計画 の 作成
・
展開方法

24．歌 ・手 遊び ・弾き歌い の 方法　25運 動競技 ・身
体表 現 等 の 援助方法　 26．紙 芝居 ・絵本等 の 読 み

方 ・演 じ方 　27描 画
・
粘 土 ・

製作等 の 援助方法

28．壁面 構成 の 方法

29．子 ど も が 降園後の 保 育者 の 仕事　30保 育者 に

ふ さわ しい 言葉遣 い ・身 だ しなみ

31．子 ど も と家族 の 問題

実際 の 乳幼児への 援助 を 通 して よ り良く理 解で きた

と して い る。「子 どもの 内面 理 解 」や 「保育者 の 役割」

「保育者 に ふ さ わ しい 言葉 遣い ・身 だ しな み」 に つ

い て も順位 の 違 い は ある が、い ずれ の 実習体験 も大

き く影響 して い る と 自覚 され て い る 。 しか し、「発達

の 個人差 亅 や 「子 ど もの 興 味 ・
関心 」 な ど、実 習 に

よ っ て 差 の あ る もの も多 い 。施設実習 は 「保育所
・

幼稚 園 ・福祉施設 の 役割」 及 び 「子 どもの 家族 の 問

題 」の 理解と関連が 強 い が、「歌 ・手 遊び ・弾 き歌 い

の 方法」 「指導計画 の 作成 ・展 開方法 」は 幼稚園実習

との 関連 が 強い 。 ま た 幼稚園実習、保育所実習 と も

に 「障害児に対す る援助方法 」や 「壁面構成 の 方法」

と の 関連 は 強くなく、保育所実習と 「教材選択の 方

法亅 「乳児 へ の 援助の 方 法 」 （27位 ）や 「乳児 の 遊 び

と基本的生活 」 （26位） の 理 解 と も関連 は 低 い。

　 これ らの こ とか ら、保育所実習と幼稚園実習で は

ある程度共通す る傾向もあ るが 、施設実習に 関 して
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表 1　 各実習 と 関連が 深 い と意識 され た 項 目　上 位 10 項 目比 較

順

位
保 育所 実習 幼稚 園 実習 施 設実習

1 一
人
一人 に 応 じた 援助の 大 切さ

二

人一
人 に 応 じた 援助の 大切 さ

一
人
一

人 に応 じた援 助 の 大 切 さ

2 紙芝 居 ・絵本等の 読み 方 ・演 じ方 子 ど も の 内面理 解 の 必 要性

3

保育者 の 役割

子 ど もの 内 面 理解 の 必要 性

紙芝居 ・絵本等の 読 み方 ・演 じ 方

子 ど もの 内面 理 解の 必 要 性 保 育所
・
幼稚 園

・
福祉施設 の 役割

4 幼児 の 遊び 保 育者 の 役 割

5 幼児 の 遊び 保 育者 の 役 割 保 育 ・
教育

・
児童 福祉 ・養護 の 目的

6 保 育者 に ふ さわ し い 言葉遣 い ・身
だ しなみ

保 育者 に ふ さ わ し い 言 葉遣 い ・身
だ しなみ

子 ど も と家族の 問題

7 発 達 の 個 人 差 子 どもの 興味 ・関心 保育者 に ふ さわ しい 言 葉遣い ・身だ

しなみ

8 子 ど もの 興味
・
関心 発 達の 個 人 差

9 幼児 の 遊び に 対 す る援助方法

子 ど もの 仲問関係

歌 ・手 遊 び ・
弾 き歌 い の 方 法 子 ど もの 心 身 の 健 康 の 様 子

10 子 ども の 仲 間 関係 指 導 計画 の 作 成 ・展 開方法 子 ど もの 仲 間 関係

表 2 　各実習 と 関連が 深 くな い と意識 され た 項目　下位 5 項 目比 較 （3種実習比 較の み ）

順

位
保育所実習 幼稚園実習 施設実習

1 障害児に 対する援助方法 障害児 に対す る援助方法 描画 ・粘 土 ・製作 等 の 援助方 法
2 壁 面 構 成の 方 法 疾病 ・応急処 置 ・安全 対策 壁 面 構 成 の 方 法

3 疾 病 ・応急 処 置
・
安全 対策 壁 面 構成の 方 法 歌 ・手 遊び ・弾き歌 い の 方 法

4 教材 選 択の 方法 保 育 ・教育 ・児童 福祉 ・養 護 の 目的 運動 競技
・
身体表現等の 援助 方法

紙 芝居 ・絵 本 等の 読み 方 ・
演 じ方5 保育

・
教育

・
児童福祉 ・養護 の 目

的

子 ど もと 家族 の 問題

は、独 自の 結果 を示 し て お り、今回の 調査項 目にバ

ラ ン ス を 欠 く点 が あ っ た こ と も考え られ る 。
い ずれ

に して も、多くの 学生 は、実習を体験するこ とで 学

内 で の 学習内 容 の 理解 が 深まっ た と意識 して い る。

　（2 ）実習形態 ・内容 の 特徴 と考察

　　調 査 対 象 の 学 生 の 実 習 体 験 は 以 下 の よ うで あ る。

　 保 育所 実 習 時 に 低 年 齢 児 の 実 習を して い な い 学 生

が 31．5％ あ る。また 、低年齢児 の 実習を体験 して い

て も、そ の 日数は 「1 〜2 日」 が 33．5％ 、「4〜 5 日」

が 12，5％で あ り、こ れ らの こ とが乳児 の 生活や援助

に つ い ての 理解の 深 ま りが 下位に あ る こ と と関連 し

て い る と 思わ れ る。また、保育所 にお い て 「い ろい

ろ な年齢の ク ラ ス 1 で実習 した 学生 は 67．8°1eで 「年

齢ご との 発達の 特徴 の 理解」 を
一

定程度深め て い る

と思われる。（12位）

　実習の 方法に 関 して は、保育所実習に お い て は、
「部分実習 の み 」 が 28．7％ 、「絵本読 み 等 の 短時間

の 実習 の み 」が 6．5％ で あ る。幼稚園実習に お い て は

「一日実習を行わなか っ た 」 が 34．7％ 、「研 究保 育

を 行 わ な か っ た 」
’
が 14．9％あ る 。 こ の こ とが 、 教材

選 択 の 方法」 （24位） 「子 ど も の 心 身の 健康の 様子 」

（23位〉の 順位 と関連 し て い るの で は な い だ ろ うか。

　なお 、施設実習 の 実習先 は 児童養護施 設 が 83．5％、

知的障害児施設 は 通所施設も含 め て 8．8％ で あっ た。

保育所や 幼稚 園 の み な らず施設実習 に お い て も障害

児 に対す る援助方法の 理解 が 深ま っ たとす る学生の

多 く な い 原因 で もあろ う。

4　 考察 と今後 の 課題

　 今回 の ア ン ケ
ー

ト調 査 に よ っ て 、実習は 短大 で 学

ん だ こ とを よ り深 く理 解す る た め に 寄 与 し て い る が 、

実 習の 内容 や 方 法に よ っ て 関連す る 内容 や 理解 の 深

ま り方 に 差異が 大 きい こ とが 明 らか に な っ た 。 そ こ

で 、今後 の 課題 として 以下の よ うに考察 して み る。

　 まず 、94．4％ の 学生 が 「保育者をめざ して い る ・

内定 して い る亅 と回答 して い る に もかかわらず、そ

の 実習体験は 乳 児の 保 育や 障 害 児 の 保 育の 理 解 を十

分 深 める に は 至 っ て い な い。一
定期間乳児や障害児

と関わ る こ とを保障す る 実習が用意され る こ とが 望

まれ る。第 二 に 、保育の 内容や 方法 そ の もの への 理

解が深ま る よ うな実習の あ り方 と前後 の 学習指導の

充実 で あ る。児童理 解 や 発 達理解と・活 動 や 教材、環

境との 相 関 が理 解 で き る こ とが 望 ま しい。第三 に 、

実習 を通 し て家族 や 家庭 の 問題 が 具体的 に理解 で き

る よ うに な る こ とが 望ま しい。さらに、保育所 、幼

稚園、児童福祉施設の 役割や 目的が理 解で き る よ う

な 実習の あ り方 と前後 の 学習指導 が必 要 で あ る 。
．
こ

れ らの 課題 は、どの 時期 に 何 を 目的 とす る実 習 を 設

定 しそ れ を 支え る科 目配 当 と実 習 前 後 の 指導 と し て

何 を提 供す る の か とい う、言 わ ば 「実習を軸 とす る

養成課程」 の 可能性 とい う課 題 と重な る の で あ る 。
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